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＜連絡事項＞

· 野沢Ｄｒ体調不良のため本日皮膚科は休みとなっています。

· 感染対策委員会で環境整備に伴いモップ絞り機の確認のメールがきています。北病棟では絞りがあまい為一つ発注して頂ける様伝えています。

· 横山　耕生様～昨日家族面談行なっています。主治医、母様は青山荘入所希望して

いますが、本人一度自宅へ戻りたいと話しています。もう少し時間をおき、入所を考えたいとの事です。

· 金曜日が祝日で薬局が休みのため、発注がある時は足りなくなる事の無いよう気を付けて発注して下さい。

＜注目患者様ケース検討＞

· 横山　耕生様

　　　本人青山荘入所についてはあまり考えられないようで、一度自宅に帰りたいと話しています。どういうところなのか本人分からない様子。一度見学に連れていってはどうかとの意見が出ています。

· 十日市　利喜様

　　　作業中製図を画いている。昨日作業から戻った際、製図について「７０億で市長に送ったものだ」と話している。以前は１階建ての図を画き、「実際に住みたい家を画いている」と話すことがありました。話の内容は膨らみすぎる事はなく、自ら切り上げることが出来ています。

　　　　　＃　睡眠不安定

　　　月に２、３回程度深夜３時頃の就床や早朝覚醒、不眠が見られることがありますが、続く事はありません。妄想様発言は時折聞かれますが左右された行動は見られません。

· 木村　梅子様

　　　先週火曜より臍の緒の下がチクチクすると話され、その後より眩暈、倦怠感、嘔気、軟便の訴え続いています。不調訴え入浴も１週間入らずですが突然走り出す事があります。食事の残食目立ち、1週間で５４kg→５１kgへと３kgの減少見られています。間食でサラダせんべいを食べていましたが油っぽく、腹部症状が続いているのであればあまりすすめないほうが良いかもしれません。不調だが走り出す、周りの干渉、易怒的となる事があることから、今後身体的、精神的の両方から観察していきましょう。

· 坂本　のり子様

　　　トイレ内での手洗い後、洗面所でも時間をかけて手洗いしています。本人は「トイレの臭いがつくから」と話しています。最近タオルの擦り切れが早くて困っているとの話もありました。手洗いのしすぎで手の平が真っ赤になっています。これから乾燥する時期でもあるため、皮膚状態の観察をしていきましょう。洗いすぎ→皮膚状態の悪化、洗いすぎ→タオルの擦り切れと繋がって考えられないようです。今後本人と手洗いについて話しあっていきたいと思います。

＜川端Ｄｒケースカンファ＞

· 横山　耕生様

　　　昨日家族面談行なっています。母様は、最終的には自宅への退院を希望されているが受け入れがまだ整わないとのこと。その間の青山荘への入所は同意されています。ですが本人が納得していない為、本日の問診時Ｄｒより見学の話をだし、すすめてみるとの事です。

· 村上　元道様

　　　先日父様との面談行なっています。御家族、父様共に入所の方向で考えています。現在幻聴様の発言はなく、眠気があるとの訴えのみです。服薬調整中であり、調整が整ってから青山荘入所の話は進めていく予定です。

· 浅野　秀子様

　　　青風荘への入所を考えていましたが、施設側では入院前不調時の状態、当時の施設内の人間関係を考えると受け入れが難しいようです。本人も青風荘へは行きたくない、このまま入院していたいと話しています。しばらくはこのまま病棟でリハビリを続け、機能を維持していく方向で進めていく予定です。服薬は１日分自己管理を始めましたがミスなく出来ている事を伝えています。

· 稲垣　恵利子様

　　　現在タスモリンを減らし様子を見ていますが、本日胸の辺りがもやもやすると訴えあり。少し休むと良くなると話しています。本日もタスモリン減らしていく予定、手の震えが出てこないか要観察です。

· 木村　梅子様

　　　倦怠感、嘔気、易怒的となる事あり、臥床がちであること、日課は遅れることなく行なえていること伝えています。

· 佐々木　淳様

　　　今後リントンを減らし、セロクエルを増やしていく方向で考えています。

　　　日中の眠気、フラツキ、睡眠状態など注意して観察必要です。

· 平　京子様

　　　皮膚科軟膏処置を拒否されている事、以前軟膏がべたつくからとクリームに変えたが、今度は軟膏がいいと話している事を伝えています。

　　　


































